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センター雑誌投稿規程
平成29年8月25日改訂

1．本誌は，母子保健に関する研究，医療およびその関連領域に関する論文記事を掲載する。

2．投稿者は，地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪母子医療センター（以下，「母子医療センター」とする。）の職

　員ならびに関係者，および編集委員会の認める者とする。

3．投稿者（共著者を含む）は，論文内容に関係する企業，団体等との利益相反状態を明らかにするために，母子医療

　センター利益相反管理規定に則り「利益相反自己申告書」に記入し，提出すること。原則として利益相反状態の有無

　は論文の採択には影響しないが，論文が採択された場合，利益相反状態の有無にかかわらず，申告書の内容は本誌

　に明記される。

4．人を対象とした研究は，世界医師会総会において承認されたヘルシンキ宣言の精神に則って行われなければなら

　ない。「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」等により，

　所属機関等の倫理委員会による審査・承認が必要とされる研究については，その承認を得た研究でなければならな

　い。また，動物を用いた研究についても動物愛護および管理に関する法律に則り，「厚生労働省の所管する実施機

　関における動物実験などの実施に関する基本指針」等を遵守して行われた研究でなければならない。なお，委員会

　で承認を得た場合は，論文中に承認されたことを明記すること。

5．患者情報の記載のある論文については，「症例報告を含む医学論文および学会研究会発表におけるプライバシー

　保護に関する指針」を遵守し，患者のプライバシーを守るよう十分に配慮すること。

6．他の雑誌に発表された，あるいは発表予定の論文の投稿は避けること。但し，オリジナル原稿の出版元での許可

　を取ったうえでの転載は可とする。

7．本誌に掲載した論文等の著作権は，大阪母子医療センターに帰属する。

8．編集委員会は，査読を行った上で，投稿論文の採否を決定し，著者に通知する。

9．用紙はA4版，ひらがな，常用漢字，現代かな使いを使用すること。

10．表紙に，論文表題，連絡責任者の氏名，所属，職名，連絡先の住所，電話番号，E－mailアドレスを明記し，原

　稿枚数，図表および写真の枚数を記載すること。

11．論文の構…成は，以下の順で書くこと。

　　　①和文表題

　　　②和文発表者名・所属機関名

　　　③和文キーワーズ（5語以内）

　　　④和文要約（400字以内）

　　　⑤英文表題

　　　⑥英文発表者名・所属機関名

　　　⑦英文キーワーズ（5語以内）

　　　⑧英文要約（200語以内）

　　　⑨本文

　　　※原著論文の構成は，「はじめに」，「対象と方法」，「結果」，「考察」，「結語」，の順とする。また，症例報告の

　　　　構成は，「はじめに」，「症例」，「考察」の順とする。

　　　⑩謝辞

　　　⑪文献

12．別冊（簡易型）は30部まで無料進呈する。30部以上必要な場合は，投稿の際　申し出があれば実費で斡旋する。

13．写真は焼き増ししたもの，図・表はゼロックス等の複写したものでも可。ただし，できるだけスライド原稿また

　はそれに近い精度のものにすること。

14．図（写真）の説明は図の下部，表の説明の場合は上部に統一すること。

15．日本語で表せる用語は，できるだけ日本語を用い，外国語は避けること。ただし，人名，薬品名，地名は原語で

　も可。また外国語はタイプするか，活字書体で明記すること。

16．数量の単位は，km，　In，　cm，　mm，μ，　mμ，1，dl，　ml，　kg，　g，　mg，μg，　mEq／dlなどを用い，数字は

　算用数字（1，2，3など）を用いること。

17．文献の書き方は，次の形式を守ること。

　1）記載順序は引用順とし，本文中では引用部位の右肩に文献番号1，2，3，2－4と付けること。

　2）雑誌の場合：著者名．表題雑誌名．発行年（西暦）；巻：最初頁一最終頁（通巻頁数）．とすること。

イ．著者名：6名以下の場合は，全員の名前．7名以上の場合は，3名（和文表記なら「他．」，欧文表記なら「et　al．」）

　とすること。

ロ．略　名：外国誌はlndex　Medicus，邦文誌は医学中央雑誌略名表（医学中央雑誌刊行会編）を用いること。

　3）著書の場合：著者名．表題．編者，書名．版数，発行社，発行地，発行年（西暦）；引用頁（引用頁は必要な場合

　　に記入）とすること。
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実　例

雑　誌

a）森岡一郎，中村　肇，香田　翼，他．我が国の超早産児に対する黄疸管理と治療の現状．日新生児成育会誌．

　　2015；27：299－304．

b）Konishi　M，　Jujiwara　T，　Nait　T，　et　al．　Surfactant　replacement　therapy　in　neonatal　respiratory　dis－

　　tress　syndrome－A　multicenter，　randomized　clinical　tria1：Comparison　of　high－versus　low－dose　of

　　surfaxtant　TA．　Eur　J　Pediatr　1988；147：20－25．

著　書

c）楠田　聡．新生児医療と内分泌疾患．新生児内分泌研究会編，新生児内分泌ハンドブッ久第1班，メディカ出

　　版，大阪，2008；12－17．

d）Miyasaka　K，　Mechanical　Ventilation．　In：Holbrook　PR，　ed．　Textbook　of　Pediatric　Critical　Care，　WB

　　Saunders，　Philadelphia，　1993；442－464．

　センター雑誌投稿規程以外の校正に必要な事項を次に示します。

タイトルの書き方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例）未熟児脾帯血中の補体成分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査科ユ），新生児科2），母性内科3）

　　　　　　　　　　　　宮野　章’）　北島博之2）　清水　章D

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田富雄3）　中山雅弘1）

見出しはゴシックで示す→アンダーラインを付けてください。

要約　下線を引けば　要約（ゴシック）の意味になります。（要約には番号を付けない）

1．はじめに

2．材料と方法
●　　　●　　　■　　　■　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

文中の参考文献表示は1・2のごとく括弧は付けないでください。

本文中の句読は，。で表示してください。

図1，図2の説明文は下に。図1のみで説明のないのは不可。

表1，表2の説明文は上に。表1のみで説明のないのは不可。

文献

1）←括弧は付けてください。

われわれ，また，および，すなわち等は漢字を使わないでください。

CPCの書き方
タイトル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　回母子医療センターCPC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表題：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：

1．症例呈示　　秦　伸輔（小児外科）

2．病理所見
3．　　・　●　…　　　．　・

文中では

1．症例呈示　　（秦）

その他，必要なことは以下の文献を参照ください。

1）吉田和彦，山崎洋次．生物医学雑誌に関する統一規定の改定（1）．

　　医学のあゆみ，1998；185：812－814．

2）吉田和彦，山崎洋次．生物医学雑誌に関する統一規定の改定②．

　　医学のあゆみ，1998；186：872－879．
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